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関西を考える会の活動と「大阪の寺社」
真野修三
1．関西を考える会活動の30年と
これまでのテーマ
　「関西を考える会」の活動は今年でちょうど30
年を迎えました。これまでのテーマについては表
1に示したとおりです（表1）。
　明治安田生命は2004年1月に明治生命と安田生
命が一緒になってできた会社ですが、当会は、
旧明治生命が1976年、ちょうど創業95周年を迎え
たときに、大阪に勤務する有志が、何か地域に貢
献できる活動をしようじゃないかとはじまったの
が、そもそもの活動の最初です。
　第1回はパネル展を開催するということに決ま
り、テーマは「大阪とゆかりの深い明治生命」と
なりました。テーマには明治生命と謳っています
が、内容的には大阪北浜の「適塾」が中心となっ
ています。なぜ適塾かといいますと、明治生命の
社祖、創業者の阿部泰蔵が福沢諭吉の開いた慶応
義塾の出でした。
　慶応大学といえば福沢諭吉、福沢諭吉といえ
ば適塾、ということで、会社の95周年を期に、大
阪と適塾について遡り、決して浅くはない明治生
命と大阪との縁を見直そうということとなりまし
た。そのときは4枚のパネルを淀屋橋の明治生命
ビルのロビーに掲示しました。
　ちょっと話はそれますが、近江晴子先生のレ
ジュメの地図を見ていますと、ほう、載っている
じゃないか、と思わずニンマリしました。地図の
なかに明治生命保険会社という小さな文字があり
ますが、その場所が1976年にパネル展を最初に開
催した場所です。ですから、明治生命は東京の会
社ではありますけれども、明治の時代から、ここ
に支店を構えて古くから大阪で活動をしていた会
社ということです。
　以降、毎年、毎回、テーマを掲げて活動してき
ましたが、最初の頃（1977～83年）は、ずっと「関
西復権」を大きなテーマに取り上げていました。
この背景には、東京に比べ、当時地盤沈下しつつ
ある大阪をなんとかすべく、力強い復権運動を行
いたいという担当者の強い思い入れがあったので
すが、結果的に、大きな花を咲かせることなく、
復権活動は尻すぼみとなり、それからは主として
文化や歴史に関するテーマに取り組むようになり
ました。
　当会の主たる活動は、テーマに沿って冊子をつ
くることですが、冊子は、関西に縁のある識者、
約100名にご意見をいただく形をとっています。
30年の活動の中で一番人気があったのは、「野球」
と聞いています。野球は1993年、1998年の2回、
テーマとして取り扱っています。後日談ではあり
ますが、今年も野球をテーマに取り組んで、来年
それを冊子にしたら大きく盛り上がったのではな
いかという気がするのが、ちょっと残念に思われ
ます。
　1986年と1987年には「関西商法」というテーマ
に取り組みました。バブルが真っ盛りな時代でし
た。そこで最近はあまり言われませんが、「関西
商法」というものを見直そうという中で取り上げ
たものです。
　このときの内容は、1987年に学生社から『ザ・
関西商法』として単行本になり、好評を博したと
聞いております。今もたまに、関西商法の本はあ
りませんか、と問い合わせを頂戴することがあり
ます。よく、関西商法、とはいわれますが、専門
書もなく、なかなかまとまった本もないとのこと
で、現在も大学の教科書として用いられることが
あると聞いたことがあります。
　それから、関西、とくに大阪は「食い倒れ」と
いうことで、飲食をテーマに1989年、1990年、
1994年、2000年の4回取り上げています。2000年
は「水」がテーマですので、必ずしも飲食ではな
いのですが、お酒などについて一部触れています。
　また、関西というと「お笑い」ですが、このテー
マでは1995年に一度取り上げています。資料とし
てお渡しした日経新聞の記事のなかでは、来年の
テーマはお笑いではないかと言われてしまってい
ますが、残念ながら準備ができておりませんので、
来年はお笑いではありません。しかし近々、お笑
いについても考えたいと思っています。
　2004年、すなわち去年ですが、「始まりは関西」
ということで、これはみなさんのお手元に冊子
をお届けしましたが (1)、それまでの文化や歴史を
テーマとしたものと一風変わって、関西生まれの
年 回 テーマ
197６ 昭和51 1 大阪とゆかりの深い明治生命―適塾を中心に―（パネル展）
1977 52 2 見直そう！大阪の良さを（パネル展）
1978 53 3 急げ！関西復権　リフレッシュ大阪（パネル展）
1979 54 4 奏でよう！関西復権シンフォニー
1980 55 5 　　　　　　　〃
1981 5６ ６ 関西復権―ふるさと100人熱いメッセージ
1982 57 7 関西復権―生きがいのあるふるさとを未来へおくろう
1983 58 8 関西復権―21世紀の生きがい・ふるさと・世界の関西
1984 59 9 関西のこころと文化を考える―「関西」「近畿」「関西復権」の言葉をとおして
1985 ６0 10 女性をとおして関西を考える
198６ ６1 11 いま関西商法を考える
1987 ６2 12 「関西商法」から「関西経営法」の確立へ
1988 ６3 13 演歌にみる関西のこころ
1989 平成1 14 味―関西と食文化
1990 2 15 味のシンフォニー
1991 3 1６ ロマン脈々―関西の旅考
1992 4 17 やまとごころに遊ぶ―百人一首と関西
1993 5 18 野球大好き関西人
1994 ６ 19 酔えば楽しき―関西酒文化を探る
1995 7 20 上方・笑いのシンフォニー
199６ 8 21 個性颯爽―おしゃれチック関西
1997 9 22 しなやかに、したたかに―関西女性考
1998 10 23 勝っても負けてもお祭りや―阪神タイガース考
1999 11 24 伝統とモダン―関西の街文化考
2000 12 25 水との物語―関西の水文化考
2001 13 2６ 関西の祭百景―関西の祭り文化考
2002 14 27 関西の山風土記―山をとおしてみる関西の歴史と文化
2003 15 28 関西の池紀行―池が映す歴史と文化
2004 1６ 29 始まりは関西―進取の精神と風土を探る
2005 17 30 関西と寺社―寺社を通じてみる関西
表1：関西を考える会30年のテーマ
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商品やサービスを探る中から、独創性や創造性に
富む、関西人の精神気質や風土を探る試みを行っ
てみました。
　そして、そんなテーマをとりあげた縁から、産
経新聞で「始まりはいつも関西」というコラムを
去年の11月から木曜日の関西版夕刊に連載させて
いただいております。
　このコラムは9月末ですでに40回連載されてい
ます。最初は、ネタ切れの不安を常に持ちながら
書いていたのですが、いろいろと調べていきます
と、さすが関西、無尽蔵に新しいものが、次から
次に、大きなものから細かいものまで出てきます。
　しかし、大きなものをあえて取り上げるのはつ
まらない。たとえば「カップラーメン」「ボンカ
レー」「シャープペン」などを取り上げても、皆
さんよく知っているので面白くない。そうでない
ものにもいろいろ面白いものがあるよ、というこ
とで、紹介を続け40回を迎えたということです。
一部には、私の不安とは裏腹に、いつネタが切れ
るのかと期待されているようですが、まだしばら
くはネタが続きそうな状況ですので、産経新聞社
さんから、もういいよといわれるまで、書き続け
ようという次第です。
　関西を考える会の活動の成果は、主としてテー
マに沿った冊子の作成になるのですが、本来の意
義は、関西になじみの深いテーマ、水だとか山だ
とかについて識者に語ってもらい、それを市民の
皆さまに伝えることで、それを機に関西について
いろいろお考えいただくことにあります。
　例えば、今回冊子のテーマとした寺社について
は(2)、最近でいいますと、作家の五木寛之氏が『百
寺巡礼』という本を出されて、関西も含めていろ
んなお寺を紹介されております。それ自体を否定
するつもりはもちろんありませんし、これまでい
ろいろな方がいろんな形で寺社の話をされていま
す。では、本を書くような有名な人だけが寺社を
考えているかというと、決してそういうわけでは
ありません。例えば、関西を考える会の識者の方、
井上宏氏（関西大学名誉教授）にしても、関屋俊
彦氏（関西大学文学部教授）にしても、河上邦彦
氏（神戸山手大学教授）にしても、研究分野は違
いますが、それぞれ寺社に対する思いがあり、そ
れだけではなく、かつてテーマとしてとりあげま
したが、山や池や川に対する思いも持っていらっ
しゃいます。また、当然、普通の市民の方々にも
そういう思いはあるはず。それを結びつける活動
をしたいということなのです。しかし、とは言っ
ても、そんな識者の方々の話を聞く機会が、市民
の方々にはなかなかないだろうという実態があり
ます。
　五木寛之氏の話であれば、著書はもとより、テ
レビ、講演会で聞く機会はあると思いますが、大
阪歴史博物館副館長の相蘇氏の寺社に対する思い
だとか、あるいは井上宏氏の寺社に対する思いと
いうものは、おそらくどこに行っても聞く機会が
ない。本人も公式の場でそういう話をすることは
ありません。そう考えると、この冊子は貴重な機
会の場としてあるのではないかというように思っ
ています。
　そうした前提で冊子を見ていただくと非常に面
白いと思います。例えば、大阪府立大学教授の堀
江珠喜氏。堀江氏は最近、『人妻の研究』（ちくま
新書）という非常に刺激的なタイトルで研究成果
を発表されました。堀江氏は神戸女学院大学の
ご出身です。その堀江氏からどんな寺社を紹介し
ていただけるかと思ったら、神戸女学院大学の中
の小さな神社の紹介をされています。また、神戸
女学院大学はキリスト教の学校なのに、十三参り
に行きご利益があったという話などをされていま
す。そういう話は、どこの本にも、どこのエッセ
イにも出てこないだろうということです。
　エッセイストの妹尾貴美氏は京都の伏見稲荷に
お参りされていましたが、毎年、霊気を感じなが
ら帰ってくるというような話をされています。妹
尾氏もおそらくこの冊子の場でだけ話されるので
はないか、と私は考えています。
　ということで、会の活動については、ひとつは
冊子の編集、発行、そして先ほど述べたパネル展
の開催ですが、パネル展は、残念ですが、しばら
く休止の予定ですので、冊子の発行が中心になり
⑴ 明治安田生命保険相互会社大阪総務部　関西を考える会『ふるさと関西を考えるキャンペーン29年　始まりは関西　
     進取の精神と風土を探る―識者1100人の意見と意識を中心に―』平成16年6月
⑵ 明治安田生命保険相互会社大阪総務部　関西を考える会『ふるさと関西を考えるキャンペーン30年　関西と寺社　寺
     社を通じてみる関西―識者・市民1800人の意見と意識を中心に―』平成17年6月
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ます。そして、請われれば、こういった会でお話
をすることもあります。　ときには、産経新聞社
にて現在書いておりますが、執筆活動もおこない
ます。
　その他では、識者の一人に大阪に大蓮寺應典院
のご住職で秋田光彦氏という方がいらっしゃいま
す。秋田光彦氏は映画界では知られた方で、昔よ
く映画を作っておられましたが、今回その秋田氏
が作った原案を元に、日本アカデミー賞の作品賞
を受賞した佐々部監督の「カーテンコール」とい
う映画が11月に公開されることになっており、そ
の試写会の開催の手伝いをしたりしています。
２．２005年度テーマである「寺社」を
考えるにあたって
　以上が関西を考える会の活動の30年のあらまし
ですが、それでは、2005年のテーマである、寺社
について若干お話をさせていただきたいと思いま
す。
　まず確認といいますか、基本的なスタンスを合
わせる意味で、統計的な話をします。
全国に寺社は約1６万あります。そのうち関西には
約2万5千あります。47都道府県で考えると相当な
割合ですので、言うまでもなく、関西には寺社が
多いということが言えます。
　では、寺院が一番多い都道府県とはどこかと聞
かれれば、一般的には京都か奈良ではないでしょ
うか。ところが、都道府県別に見ると、一番多い
のは愛知県です。二番が大阪府、三番が京都府。
これが、寺院が多い都道府県のベスト3です。
　愛知県でなぜ多いかというと、昔から愛知県東
部の三河地方で一向宗が非常に盛んだったという
ようなことが背景のひとつにあげられています。
　京都府より大阪府の方が寺院の数が多いことは
あまり知られていないことだと思いますが、その
意味で、大阪は寺の町といっていいかと思います。
ただし、これはあくまでも「大阪府」の話ですか
ら、京都市と大阪市との人口密度を勘案すると、
やはり京都市のほうが多いのではないかとも考え
られます。
　同じく統計から比べますと、特徴的なのは神社
の数です。神社が一番多いところについては、私
もあっと驚いたのですが、新潟県です。新潟県が
一番多く、4,791、二番目が兵庫県で3,858、三番
目が福岡県で3,119です。
　数値は、とり方によって多少違うと思いますし、
紹介しましたのは平成15年の『宗教年鑑』（文化庁）
ですので、平成1６年版では多少は違っているかも
しれませんが、傾向的にはこのような状況です。
　では、神社が少ないところはどこかというと、
一般的には沖縄県だと思います。確かに沖縄県は
一番少なく13、二番目は和歌山県で440、三番目
が宮崎県で６7６です。四番目が、実は大阪府です。
大阪府の神社の数は725、先ほど寺院が全国で二
番目に多く3,483であると申しましたが、それと比
べて神社の数が少ないというのは、町として考え
れば、非常に驚異的ですらあります。その理由は、
私は専門家ではないのでわかりませんが、実態と
して上がっているのがこういう数値です。
　大阪府に神社が少ないという理由については、
明治の末に合祀されたのが理由であるという説も
あります。小規模な神社が大きな神社に統合され
ていったということです。それも理由のひとつで
しょうが、それにしてもこの差が出てくるのはな
ぜなのだろう。いろいろ問題として出てくるかと
思います。
　私は、統計的な観点から、関西のこうした寺院、
神社の状況を見て、関西の人は、関東や他の地域
の人から見ると、若干違うところがあるのではな
いかと思いました。
　関西では、生活のさまざまな側面に寺社が入り
込んでいます。祭礼や日常的な年中行事として寺
社が入り込んでいます。
　それだけでなく、名も知れぬ寺社に小1時間立っ
ているだけで、関西ではどこの寺社でも何人も人
が来てお参りをしている光景を見かけます。こう
いうことは、関東や他の地域ではなかなかお目に
かかれません。それだけ、関西では、神頼みする
ことが多いのかもしれませんし、他の地域の方々
は、神頼みをするにあたって、特に神社仏閣でな
くてもいいのかもしれません。
　そして先ほども述べたように、さまざまなお祭
りや、さまざまな行事があります。関西に特徴的
なものとして、地蔵盆や十三参りなどがあります。
こういった年中行事のなか、関東やその他の地域
と違った寺社とのかかわりの中でひとびとは生活
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しているといえます。関西に普段から居住してい
るとなかなか気がつきませんが、それはどういっ
たことなのだろうか。これらが、今年、テーマと
して、関西と寺社を取り上げるに至った基本的な
思いです。
　それでは、冊子『関西と寺社』の概要をご説明
しますが、その前に少しだけ編集の裏話を披露さ
せていただきます。先ほど申しましたように、当
方の狙いは、識者の方の意見を通じて、関西の
人々と寺社との関係を浮き彫りにするということ
ですが、識者の皆さまからいったいどういった
寺社が上がってくるのかという楽しみがありまし
た。
　ただ、その楽しみの半面、編集には大変苦労を
しました。何を苦労したかと申しますと、事実の
確認にものすごく苦労をしました。冊子をご覧に
なれば、「ここは違う」という箇所が見つかると
思います。冊子でとりあげた寺社の数は250で、
そのうち170ぐらいは実際に行って確認を行い、
万全を期したつもりだったのですが、間違えたも
のがけっこうありました。
　間違った責任は、書いた識者にある、というこ
とにしてしまえばそれまでですが、そういうわ
けにもいきません。なにしろ識者の方にはボラン
ティアで参加してもらい、ろくに報酬を支払って
いないからです。報酬をお支払いしていないなか
で、これだけのことを書いてもらって、かつ、確
認したところ、間違えていましたよ、というわけ
にはいきません。ということで、ひとつひとつ、
知っているところ、知らないところについて文献
で調べ、事実確認をするためにあちこちとまわり
ました。
　中にはあいまいな記憶によって執筆された原稿
もあり、全文書き直したようなところもあります。
また、千手観音と十一面観音を間違えているとい
うようなことも日常茶飯事のこととしてありま
す。それは記憶のことですので、致し方ありませ
ん。祭りの時期を間違えている原稿もありました。
編集者が先入観にとらわれていた場合もありま
す。これについては厳しくお叱りを頂戴いたしま
した。全部回収して、訂正してやり直せといわれ
ましたが、平謝りして、お許しください、という
ことで何とかご了解いただきました。他にも小さ
な誤りは結構あり、中には写真が違っているとこ
ろもあります。某寺と書いてあるのに、実は某寺
ではなかったという例もあります。
　読者の方にいただいたアンケートでは、住所が
入っていない。写真をカラーにしろ。歴史や由緒
についてもっと詳しく記述しろ。あの寺社がない
のはおかしい。そういったご意見も頂戴しました。
確かに、読者の方のご要望はごもっともですが、
私どもの活動の趣旨を考えますと、なかなかそこ
まではできないところがあります。
　まず、住所を入れることについて。確かに住所
を入れることは親切かもしれません。実際、私自
身170か所の寺社へ行ったこともあり、住所は全
部わかっています。しかし、住所や地図を入れる
ことで、他の市販のガイドブックにバッティング
することになってしまいます。当方の冊子は、無
償でご提供していますので競合することが本意で
はありません。
　次に、写真をカラーにすることへの要望は、は
予算の関係で実現できません。歴史や由緒につい
て解説を入れてほしいという要望に関しても、入
れることは簡単ですが、問題点としてはその事
実確認が大変になるということと、そして、やは
り同種のガイドブックが山ほどあるということで
す。ですから、それらは、他の本で探すのも楽し
みのひとつであろうと、アンケートを書いても
らった方々にはそういうことをお書きしてお返事
を差し上げています。
3．冊子『関西と寺社』から「大阪の神社」
　それでは、どんな寺社が識者の方から出された
のか、ここでは大阪の神社についてかいつまんで
ご紹介します。
　大阪の寺社と年中行事ということで、まず、ま
んが編集者でライターの中野晴行氏が、堺市の開
口神社についてあげています(3)。堺では有名な神
社で、最近隣に大きなマンションが建ってしまっ
たところですが、今でも非常に賑やかな神社です。
開口神社―子供の頃みたサーカス
堺市。天平年間、行基が境内に念仏
寺を建立、「大寺」とも言われる。
◆昭和38年(19６3)に堺市に引っ越した頃、まだ境
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内に街頭テレビがありました。大寺マーケット
という市場がありました。すぐ横の山之口商店
街がにぎやかでした。一度、境内にサーカスが
来たことがあります。テントが張られて、子供
たちは行きたくてしょうがないのに、親は｢さら
われる｣などと脅かすのです。それでもとうとう
根負けして連れて行ってくれました。その後で
見たどんな立派なサーカスよりも楽しかったの
を覚えています。
（中野晴行・まんが編集者、ライター）
　阿倍野研究家の難波りんご氏は、安倍晴明神社
をあげています。ちょうどあさって、2005年9月
2６日に晴明の1000年祭が行われることになってい
ます。
安倍晴明神社―安倍王子神社の末社。2005年に
安倍晴明千年祭を開催
大阪市阿倍野区。陰陽師安倍晴
明の生誕伝承地と言われる。
◆平安時代に卓越した能力を発揮し、宮廷陰陽
師として活躍した安倍晴明の生誕伝承地。熊野
街道沿いにあり、古樹が茂る境内には『摂津名
所図会』にも描かれている安倍晴明誕生地の石
碑、晴明産湯井が残っている。2005年は安倍晴
明没後1000年にあたるため、2005年9月2６日(命
日)に、安倍晴明千年祭が行われる。
（難波りんご・阿倍野研究家）
　雑誌「大阪人」の編集長、北辻稔氏は石切神社
をあげています。文末に「庶民が見つけた言い訳
のできる楽しみのひとつであろう」と、神社に行
く楽しみについてお書きいただいています。
石切神社―行く度に元気がでる
東大阪市。石切参道商店街でも有名。
◆石切神社は、やや慣習的に詣でる神社で、行
く度に何かしら元気を頂いてくる。まず驚くの
は、境内でお百度参りをするひとびとの圧倒的
な数である。休日などは、100人は超えるひとび
とが次から次へと列をなして黙々と駆け回って
いるのである。比較的早足で、若い、それも女
性が多いように思う。ややうつむき加減で、何
かを念じながらひたむきにお百度を踏んでいる。
世の中には悩みを持つ人が多いのだなあ、とつ
くづく思うのである。（中略）こういう身近に、
緊急に助けを願う、切実な信者さんによってい
つも石切さんは人で溢れている。これがまさに
庶民のエネルギーというものかもしれない。そ
して、神社前の坂道の参道にぎっしりと並んだ
お店。毎日縁日気分で、おすなおすなの人ごみ
である。お参りがすんで、まずは食堂に入り、
ビールとおでん、うどんなどを食べ、これまた
精進上げをして、参道をぶらぶらする。いつも
決まって購入するのが、味噌とラッキョウであ
る。無農薬、自然食がほとんどで、ここで買う
味噌とラッキョウの味を占めると他では買えな
い、というほどおいしいのである。だからまた
出かけなければならない。身体的なおまいりと、
身体に良くおいしいものが並ぶこの参道の楽し
みはセットで、老若男女ついつい出かけてしま
う神社なのである。もともと庶民のお宮さんと
は、こういうもので、庶民が見つけた言い訳の
できる楽しみ方のひとつであろう。
（北辻稔・『大阪人』編集長）
　次に、料亭「花外楼」の女将、徳光清子さんが、
お正月はえびすさんから始まるということで、今
宮戎さんの紹介をされています。大阪天満宮につ
いては、は太田房江大阪府知事がご紹介されてい
ます。
今宮戎神社―お正月はえびすさんから
大阪市浪速区。聖徳太子が四天王
寺を建立時祀ったのが始めと伝え
られる。
◆商都大阪にとって商売の神様 “商売繁盛で笹
もって来い” 今宮えびす神社である。1月10日が
本祭であるが、8日には献茶式、表千家家元が神
前に献茶される。副席においてお抹茶をいただ
き、又点心席は花外楼と吉兆と交代に奉仕させ
て頂いている。福娘は大人気でよい縁に結ばれ
るというのでその選抜には数百人集まり、選ば
れた福娘はお祭の間ずっと揃いの衣裳で奉仕す
る。宝恵かごも賑やかで境内では笹売りの声が
にぎやかである。本殿に参拝した後、必ず神殿
のうしろに廻り、ステンレスの大きな太鼓に｢お
まいりに来ましたで｣とドンドンとたたく。之は、
えびす様はお耳が遠いのでしっかりと聞こえる
ようにという昔からの習慣なのである。紅白や
⑶ 前掲⑵冊子、第1章「寺社からみえる関西」より抜粋
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えびすさんの飴をお土産に買うのも楽しみの一
つ、お正月はえびすさんから始まる。
（徳光清子・花外楼）
大阪天満宮―大阪の夏は天神祭を抜きにしては
語れない
大阪市北区。学問の神、菅原道真
公が祀られる。日本の三大祭り
「天神祭｣も有名。
◆学問の神様として有名な菅原道真公を祀った
大阪天満宮は、これまでいくたびかの火災に見
舞われましたが、そのたびに大阪の皆さんの力
で復興され、現在も｢天満の天神さん｣の愛称で多
くの方に親しまれています。ここ天神さんを中
心に繰り広げられる天神祭は、日本三大祭とし
て有名で、千年を越える歴史と伝統を持つ祭で
す。毎年多くの浪速っ子が楽しみにしており、
府外からも多くの方がお越しになられます。大
阪天満宮を出発する陸渡御の行列や大川を進む
船渡御など見ごたえいっぱいの祭で、そのほか
にも、勇壮な神輿がまちを練り歩く姿や夜空を
彩る花火など本当に素晴らしく、大阪の夏は天
神祭を抜きには語れません。皆様も是非、この
天神祭をはじめとした大阪の魅力を堪能してみ
てください。
（ 太田房江・大阪府知事）
　その他、お初天神、誉田八幡宮、柴籬神社、神
農さんなども紹介されています。なかには当然、
有名なところもあれば、有名でないところもあり
ます。有名でないところの代表が、歯神社です。
詩人、エッセイストの寺田操氏が、自分たちの住
む町の小さな歴史や古譚を知る・知らせる情報発
信は、インターネットの時代だからこその掘り起
こしだと思うし、これも注目に値するであろうと
いうことでご紹介されています。
歯神社―インターネットの時代だからこそ
大阪市北区。淀川の氾濫を歯止めした
ことから命名。
◆都市には、普段気づかず行き過ぎてしまうの
に、何かのときにふと立ち止まると視界に入っ
てくる小さな小さな神社や祠がある。そのひと
つ、大阪梅田の角田町歓楽街の片隅に、ひっそ
りと建っていた｢歯神社｣。宇賀御魂大神を祀り、
地域農民の信仰を集めていたとか。名前の由来
は、淀川の氾濫を歯止めしたことからつけられ
たという。地元では歯の神様｢はがみさん｣とし
て親しまれている。社殿左の黒光りする｢なで石」
をなでると歯痛が治まるそうだ。自分たちの住
む町の小さな埋もれた歴史や古譚を知る・知ら
せる情報発信は、インターネットの時代だから
こその掘り起こしだと思う。
（寺田操・詩人、エッセイスト）
　泉佐野市にある船岡神社は高山惠太郎氏よりご
紹介いただいています。
船岡神社―元旦にそろってお参り
泉佐野市。神功皇后が新羅との戦いの
帰りに立ち寄ったという伝説。
◆一家を構えたころの自宅にもっとも近い神社
だったので元旦には家族そろってお参りした。
船岡山という小さな山が御神体で田舎のさびれ
た神社である。宮司さんがお元気な頃は周りの
ひとびとから慕われたが、いなくなってから神
社もさびれた。現在は寄附を集め、氏子さんた
ちで復活して守りつづけている。
（高山惠太郎・たる出版代表取締役）
　こういった神社も含め、いろんな形で神社をご
紹介いただいています。
　冊子『関西と寺社』を作るにあたっては、そち
らの方が目に付くこともありますし、皆さんから
寺社の写真や住所を入れてほしいといった要望を
いただいたのですが、当方の狙いというのは何度
も繰り返しますが、識者の意見を市民の方に伝え
るということにあります。
　したがって、寺社の紹介にもちろん重きをおい
てはいるのですが、識者の目から関西の姿を探る、
ということで、これからの寺社とのかかわり方や
将来の展望、ここに我々の活動の本意があること
も考えていただきたいと思っています。現状目
に見える文化財、建築物としての寺社ではなく、
人々や地域との関係からどうかということを知り
たかったということです。
　そういった意味で、これからの人々と寺社との
かかわり方や将来の展望については、率直に言い
ますと、識者の皆さんから批判的な内容が数多く
寄せられました(4)。例えば、どこもかしこも駐車
場にしてしまってよいのか、境内に入るだけで拝
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観料を取るのはおかしい、というような点も多く
指摘されました。ただし、こういった批判的な内
容を個別に紹介することが冊子『関西と寺社』の
本意ではありませんので、識者名を明示してとり
あげず、まとめて紹介するにとどめました。
４．寺社から見える関西の姿
　ここで私が考えますのは、今後の寺社と人々と
の関係について、できる限り発展的に捉えて欲し
いということです。それに関しては、識者の方も
多く語っていますが、少子高齢化社会の中で、寺
社が人々とどう関わっていくのかということがメ
インとなっています。
　まずは、少子化ということです。少子化が寺社
に与える具体的な影響というと、寺院に関しては
檀家数が極端に減っていきます。檀家が減ってい
くのは今更のことではありませんが、これが減っ
ていきますと、地域的な収入がどんどんなくなっ
ていきます。しかし、ただこれに手をこまねいて
いる寺院ばかりではありません。例えば、一部の
寺院では、檀家をなくし、会員制のような仕組み
を発足して、イベントやお祭りなどに際して、寺
院を地域に開放する動きが始まっています。こう
いうことが、今後の対応のひとつのヒントとして
としてあげられるのではないかということです。
神社と少子化では、お祭りとの関係においてどう
なるかという問題点もあげられます。寺院よりも
神社の方が地域密着的な性格が強いので、少子化
が進めば間違いなく氏子数が減っていくという問
題点がより深刻なものとなります。
　私は今年初めて天神祭の渡御船に乗りました。
楽しいし、大阪締めを交わす姿は大変和やかでい
いものです。しかし、神社と祭りの間でただ楽し
んでいるだけでいいのだろうか、とも思いました。
一方で神事に取り組む多くの氏子さんたちがい
らっしゃるわけです。
　私は、堺市の南の高石市に住んでいます。明日、
高石市ではだんじり祭りが行われます。岸和田市
では15日に有名なだんじり祭りが行われました。
だんじり祭りというのは、元々、江戸時代に五
穀豊穣を願って始まったお祭りだと聞いています
が、近年、だんじりを新造するところが非常に増
えてきたという話です。なぜかというと、少子化
が今後より一層進行し、お金がなくなって困るこ
とになるため、先細る地域の財力などの問題を今
のうちに解決しようといった思惑があったと思わ
れます。
　また、岸和田のだんじり祭りについて言えば、
将来の少子化を視野に入れて現在の地域密着型の
祭りから地域開放の動きへと変わっていくのだろ
うか、あるいは、宮入りをクライマックスとする
祭りの形態が今後どう変わっていくのだろうかと
いうことも、今後の神社と祭りと地域とを考える
材料なのではないかと考えています。
　祭りというと、見所はとかく一点集中型になり
がちです。岸和田のだんじり祭りでも、勇壮な
「やり回し」だけが注目されますが、やり回しの
終わった後の夜、静々と行われるだんじりの巡行
は非常に幻想的な光景でもあります。一方で、巡
行は、やり回しに参加できない小さな子どもたち
にとって、だんじりとの関係、地域との関係のス
タートになります。だんじり好きな岸和田っ子が
育つのは当たり前という感じがします。
　大阪の話ではありませんが、祇園祭についても
このような話を聞いたことがあります。祇園祭は
山鉾巡行がハイライトだという見方が一般的です
が、前後の祭礼にも非常に見所は多いのです。以
前、京都の地元の年配の方に聞いたところ、祇園
祭は、山鉾巡行が終わったその日の夜中に町内を
回る神輿があり、この音だけを聞きながら、飲み
屋で一杯やることが最大の楽しみだ、というよう
な話をされました。
　お祭りも多様化しつつ、少子化への対応もして
いかなければならないということが、私の問題意
識としてあります。
　次は、高齢化の問題です。年齢を経ると、若い
時には興味なかったこと、例えば寺社や宗教に
対する関心がどんどん高まってくると思われます
が、それに対する寺社側の対応はどうなっている
のでしょうか。癒しの場として、十分その機能を
果たしているのかどうか、またそこでは精神生活
に関わることだけでいいのかという課題もありま
す。
　識者の意見の中にも、実現するには困難が多い
⑷ 前掲⑵冊子、第4章「これからの寺社とのかかわり方―将来の展望」
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とは思いますが、寺院に介護施設をつくるという
のはどうかというご意見もありました。
元々、寺社は、今のような宗教的な機能だけでは
ありませんでした。明治以前はさまざまな機能を
果たしてきた場でした。
　寺院はその名の通り、寺子屋といわれたように
教育の場、そして、福祉の機能を果たしてきた歴
史があります。
　神社も当然のことながら純粋にお参りだけの場
ではありませんでした。大阪の生国魂神社に行き
ますと、目に入るのが周囲を取りかこむラブホテ
ル群です。あれをみて、せっかく生国魂神社とい
う素晴らしい神社があっても、まわりがラブホテ
ル群では行ってもしょうがないだろうと思うのも
ひとつの実感です。
　これを、聖と俗との同居として、いかにも大阪
らしいとする見方もありますが、もともと生国魂
神社の周りは、ラブホテルはともかくとしてもお
参りするための宿泊施設が多く存在していたとい
う経緯を考えれば、歴史的にはおかしくはないよ
うなことでもあります。
　また、江戸時代にはこんな川柳もありました。
「伊勢参り大神宮にもちょっとより」。江戸時代、
お伊勢信仰は大変盛んであったといいますが、で
は参詣者が何を考えてお伊勢参りをおこなってい
たかと言えば、本来の目的だけではなく、遊び・
観光的な側面も大きかったと思われます。そう
いったところも、今後の地域、社会との関係で、
生かす道があるのではないかということも考えた
りします。
　明治以降、日本の国がどんどん大きくなってい
く中で、それまで寺院や神社が持っていた機能が
どんどん失われていきました。私個人としては、
神社や寺院に、もう一度明治以前の機能とそこ
まではいいませんが、かつて持っていた地域的、
社会的機能を考えていただきたいとも思います。
そういった課題を、例えば環境問題、社叢の森も
含めた自然環境問題、それから地域とのコミュニ
ケートの問題も含めて研究していったら面白いの
ではないか、研究を進めていくべきだろうと考え
ています。
　それらについては、今回のようなレクチャーシ
リーズ、関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究セ
ンターのリーダーシップや活動を通じて進められ
ることを期待しています。私も微力ながら、ご支
援するつもりです。
真野修三（明治安田生命　関西を考える会）
　京都大学文学部を卒業後、明治生命保険（現・明治
安田生命）に入社。業務開発部、生活福祉研究所研究
員などを経て、2004年1月から関西を考える会代表に
就任。
